
泊まってみたくなる

そして

住んでみたくなる

SDGs未来杜市真庭
（蒜山高原）

まにわ



■北部
蒜山三座（ひるぜんさんざ）
蒜山高原など牧歌的な高原風景

（蒜山高原）

■南部

平坦地、吉備高原、農地及び

商・工業地、北房ほたる・醍醐桜

■中部
森林資源、小規模盆地
湯原温泉郷、勝山のれんの街

（勝山のれんの街）（湯原温泉郷）

(久世・旧遷喬尋常小学校 )

（美甘・クリエイト菅谷）

(落合・醍醐桜 ) （北房ほたる）

（蒜山三座） （中和不動滝）

真庭市の紹介
■９町村が合併し、「真庭市」誕生

■面積：約828㎢（南北50km、東西30km、東京都23区の1.3倍）

■人口：45,349人（平成31年４月１日現在住民基本台帳）

■バイオマス産業杜市、SDGs未来杜市



社会減以上に自然減が増大、特に出生数減少の影響が大きい

RESASから見えること【人口】

自然減が増大

社会減

46,124人

第2次総合計画の
人口フレーム

34,000人

32,787人

出生数が減少



婚姻件数の減少

出典：岡山県衛生統計年報、2017年以降は市のデータ

出生数、婚姻件数、合計特殊出生率の推移

出典：岡山県衛生統計年報

婚姻率、合計特殊出生率
平成28（2016）年度
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婚姻件数の減少に伴い
出生数も減少傾向



若年層女性が少ない現状
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20歳代未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

男性
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出典：国勢調査
出典：RESASのFrom-to分析をもとに作成

2018年度 From-to分析（定住人口）人口の推移（男女別）

（人）
男性は40歳代以降

転入超過

女性は全年代
転出超過逆転

若年層は
女性が少ない
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6105
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25838

24269
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【総人口】
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出典：市内高校生へのアンケート（市独自・2018年3月実施）
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①地縁

27%

②仕事

38%④田舎暮らし

1%

⑤転勤

17%

⑥結婚・離婚

9%

⑨その他

8%
20代

①地縁

42%

②仕事

17%③住居

3%

④田舎暮らし

2%

⑤転勤

14%

⑥結婚・離婚

14%

⑦進学

0%

⑧生活環境

4%

⑨その他

4%
30代

出典：転入者アンケート（市独自実施）

合計

10代 5 32% 5 31% 0 0% 1 6% 0 0% 0 0% 4 25% 1 6% 0 0% 16 12 75%

20代 27 27% 38 38% 0 0% 1 1% 17 17% 9 9% 0 0% 0 0% 8 8% 100 74 74%
30代 44 42% 18 17% 3 3% 2 2% 15 14% 15 14% 0 0% 4 4% 4 4% 105 75 71%
40代 25 40% 16 26% 0 0% 2 3% 11 18% 3 5% 0 0% 0 0% 5 8% 62 48 77%
50代 4 13% 9 30% 1 3% 0 0% 7 23% 0 0% 0 0% 0 0% 9 30% 30 23 77%
60代 11 41% 6 22% 0 0% 1 4% 2 7% 0 0% 0 0% 1 4% 6 22% 27 25 93%
70代 11 79% 0 0% 0 0% 2 14% 0 0% 1 7% 0 0% 0 0% 0 0% 14 13 93%
80代 7 54% 0 0% 1 8% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 5 38% 13 13 100%
不明 1 50% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 50% 0 0% 0 0% 0 0% 2 1 50%

合計 135 49% 92 25% 5 1% 9 2% 52 14% 29 8% 4 1% 6 2% 37 10% 369 284 77%

うち移住者※
①地元への
Uターン

②就職・転職 ③住居 ④田舎暮らし ⑤転勤 ⑥結婚 ⑧生活環境 ⑨その他⑦進学
年代

転入理由

「転入の理由」 就職・転職が上位



主な観光地域別の観光客数

出典：平成３０年岡山県観光客動態調査報告書
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観光客は減少傾向

真庭市

2,936千人

美作市

1,052千人

倉敷市

4,793千人

岡山県で2番目に
観光客が多い

観光客は多いが減少傾向
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真庭市 倉敷市 美作市

宿泊業数
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1780
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真庭市 倉敷市 美作市

飲食店数

RESASから見えること【観光】
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2016年 売上高（企業単位）宿泊業、
飲食サービス、娯楽業
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観光客数

出典：RESAS 事業所数 2016年

宿泊業、飲食サービス業

4,824百万円

売上高（企業単位）大分類
岡山県真庭市

※真庭市、倉敷市に遊園地があるため娯楽業を加算。

●観光客数に対して、飲食店が少ない？
●宿泊業の売上高が低い

（百万円） （千人） （千人）（百万円）

6,410

6,957



●生乳、乳製品の産出額が高い
●経営体あたりの農業産出額が低い

農業産出額（経営体あたり）
すべての農業部門 2015年

真庭市 岡山県平均 全国平均

330万円
360万円

640万円

真庭市 美作市倉敷市

野菜

生乳
果実

米

RESASから見えること【農業】

野菜
263千万円

生乳
245千万円

生乳以外の乳製品
40千万円

品目別 農業産出額
岡山県真庭市



RESASから見えた課題等

食を提供する場所

宿泊に誘導するコンテンツ

女性にとって

魅力的な仕事

農業の高付加価値化

 出生数が少ない

 女性は転出超過となっている

 若年層女性が少ない

 地元で就職したい若者が少ない

 観光客数の減少

 客単価の低い日帰り客が多い

 飲食店が少ない

 生乳の産出額が高い

 経営体あたりの農業産出額が低い

課題解決のポイント



SWOT分析 （観光）

・ 地域ブランドとして認知度が高い

・ 雄大な自然環境（国立公園）

・ 日本最大のジャージー牛の酪農地帯

・乳製品、野菜など農産物の宝庫

・ 持続可能な取組みへの関心（SDGs）

・ 蒜山地域の観光文化振興構想

・ 蒜山⇔晴海プロジェクト

・ 市民が地域価値に気付いていない

・ 資源に付加価値をつけた商売が苦手

・飲食店が少ない，宿泊客が少ない

・ 市内全域の二次交通が不足

・ 本格的な人口減少

・観光客数の減少

・ 国内観光需要の地域間競争の激化

・ 着地型観光に取り組む地域の増加

Strength（強み）

Weakness（弱み）

Opportunity（機会）

Threat（脅威）

プラス要因

マイナス要因

内

側

外

側



真庭ライフスタイル
・市内で循環する経済
・生活の質、多様性
・里山の豊かな生活環境

行政は、市民の幸せづくりと地域の魅力、

地域価値の増進を応援する条件整備会社

SDGsのスキーム ⇒ 持続可能

総合計画：互いを尊重した「暮らし方」

の 基本理念

SDGs提案書：私がわたしらしく生きるまち



食の提供
高付加価値化
宿泊への誘導

女性に
選ばれる仕事

SDGs

チャレンジCafé

夜の活用

SDGsファンド
（蒜山高原とジャージー牛）



チャレンジCafé

複数人で運営

やってみたかったこと、時間に縛られない、所得が増える

1人役＋0.2人役＝1.2人役

チャレンジ!

チャレンジ! 食事を提供する場

雨の日も観光を満喫

その壱

経営の
練習・体験

雨の日

規格外品に価値を

空き時間の活用



「夜」の活用
夜の自然を満喫
ゆったりと食事をしながら、星空を眺めてみる

キャンドルによる演出
インテリアのみならず、テーブル上の料理をオシャレに見せる
電気を使わずエコな取り組み

泊まらナイト、味わえない

泊まってみたくなった・・・

その弐

（ひるぜん雪恋まつり）



●真庭市起業支援事業補助金

産業の振興及び活性化を目的として、独創性及び発展性をもって起
業する方に補助金を交付。

補助額：上限100万円（補助率１／２以内）

特定創業支援事業証明書を取得された方は、上限額が150万円に
拡大。

持続可能な取組に対する無利子融資→ 空き家を活用した起業など

行政 起業・創業
無利子
融資

原資

その参

●起業女子応援café（女性起業セミナー）

起業を目指す女性を対象に、先輩女性企業者の経験を
聞きながら、起業のノウハウについて学ぶセミナーを開催。

同じ起業を志す女性同士の交流の場にも。

起業・創業の既存支援制度

金融機関

ファンド

ファンド運営、審
査、
融資、経営支援

中小企業のSDGsへの
取組を加速

出資

SDGsファンドの創設

SDGsの
取組
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出典：真庭市データより作成 出典：真庭市作成パンフレット



全庁横断的な取組へ
チャレンジCafé

農産物の相互輸送

～農産品の市内循環～

観光客 農産品
公共バスの深夜便を検討

～人の市内循環～

「夜の活用」
キャンドル、夜景を楽しむ

SDGsファンド
持続可能な取組に対する融資 自分の店舗が欲しくなったら

物件紹介

ツアー企画、ＰＲ

観光局

観光協会

市役所

金融機関 不動産業

移住者

農家
酪農家



「真庭のシシ」

制作者：淀川テクニック（柴田英昭氏）

ご清聴ありがとう
ございました。

ごみの減量化・再資源化を行う持続可能なごみ処理体制づくりのシンボル
として、ごみを材料にイノシシをモチーフとしたモニュメントを制作


